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2018 年初夏の近畿支部会報告 

中串孝志（和歌山大学）、中野英之（京都教育大学）、 
中道晶香（京都産業大学）、成田 直（川西市立北陵小学校） 

 
1. はじめに 

 去る 2018 年 6 月 30 日（土）に、奈良市北

部にある奈良学園大学登美ヶ丘キャンパスに

て「2018 年初夏の近畿支部会」が開催されま

した。前回の報告[1]に述べたように近畿支部

会年 2 回開催の復活は、今年度の目標の一つ

でしたので、（年度末ぎりぎりとはいえ）開催

でき、2017 年度近畿支部委員一同、ほっとし

ております。なお、本研究会の年度が 7 月で

切り替わるため今回の支部会の名称を「2017

年度第 2 回近畿支部会」とする案もあったの

ですが、混乱を招きそうなので上記の呼称と

しました。また、奈良での支部会開催は長ら

くなかったため、待望の奈良開催となりまし

た。 

 テーマについては、15 年ぶりの火星大接近

にちなんだ案と、先ごろ亡くなったコルキッ

トスピカの考案者・花岡靖治氏の追悼企画案

があり、両方ともテーマセッションを設ける

こととしました。 

 当日は近畿各府県での教員採用試験の日と

重なってしまい、参加者・講演が集まるか非

常に不安でしたが、計 10 講演・参加者 29 名

と盛会となりました（図 1）。 

 

 

2. プログラム 

■一般講演セッション [ 座長：中串孝志 ] 

10:35-10:55 西村一洋（枚方市野外活動セン

ター） 

発展学習としての授業実践 —第 4 学年「北

の星の動き」— 

10:55-11:15 三田村耕平（大阪大学天文同好

会） 

インターネット星空案内～ネットプラネタ

リウム～という可能性 

11:15-11:35 玉澤春史（京都大学防災研究所

/京都市立芸術大学） 

大学シラバス保存状況調査および宇宙関連

講義の変遷 

11:35-11:55 河村聡人（京都大学附属天文

台） 

NASA SpaceApps Challenge Osaka の

2017 年の報告と 2018 年の紹介 

11:55-13:00 昼休み 

 

■セッション「火星大接近 2018」 [ 座長：

中串孝志 ] 

13:00-13:40 中串孝志（和歌山大学観光学

部） 

プロアマ連携火星観測 2003 と青い夕焼け

再現実験（招待講演） 

13:40-14:00 西村昌能（NPO 法人花山星空

ネットワーク） 

火星の青い夕景と同じ？！：青い太陽・青

い月 

14:00-14:20 ディスカッション 

14:20-14:40 休憩 

 

■セッション「手作り望遠鏡を用いた普及・

教育」 [ 座長：成田直 ] 

14:40-15:20 坂元誠（子ノ星教育社） 

五感で感じる科学教育を 

（招待講演） 

15:20-15:40 大山由莉（姫路市宿泊型児童館

「星の子館」） 

星の子館の天文クラブ内でのコルキットス

ピカの活用について 
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15:40-16:00 嶋田理博（奈良学園大学） 

奈良産業大学／奈良学園大学での子ども向

け天文普及活動の 10 年 

16:00-16:20 山田隆文（奈良県立青翔中学

校・高等学校） 

中高生向け天文研究マニュアルの作成につ

いて 

16:20-16:25 現地世話人挨拶 

16:25-16:35 移動 

 

■エクストラセッション 

16:35-17:30 モバイルプラネタリウムデモ

ンストレーション 

 
図 1 会場の様子 

 

 

3 所感など 

 本文午前の一般講演セッションでは 4 件の

講演がありました。4 件とも全く方向性の異

なる内容の講演で、改めて「天文教育・普及」

という言葉の指す内容の広さ、本研究会の活

動の幅広さをよく表していたように思います。 

 「火星大接近 2018」セッションの招待講演

では、15 年ぶりの 2018 年夏の火星大接近を

目前に控え、どのように観測・観察し、どの

ように活かしていくか、を考えるヒントにし

て頂くため、筆者（中串）から、2003 年の大

接近期とその次の 2005 年の接近期に取り組

んでいたプロアマ連携火星観測と、2003～

2005 年に取り組んでいた「火星の青い夕焼け

再現実験」の話題を取り上げました。我が国

の火星探査機「のぞみ」の支援観測として当

時西はりま天文台の時政典孝氏が立ち上げた

プロアマ連携火星観測でしたが[2]、「のぞみ」

の火星周回軌道投入が失敗に終わったため、

連携観測で集まったデータアーカイブだけで

できるサイエンスの貢献は何かと再検討し、

集まった画像から火星面事象を総括し 2 本の

論文として国際誌に発表しました[3,4]。しか

し 2005 年にも同様の総括をしたところ、そ

の頃には火星は 3 機の周回機と 2 機の着陸機

がひしめく「探査機銀座」になっており、も

はや地上からの観測では科学的価値が認めら

れないとリジェクトされてしまいました。講

演ではこの経験を踏まえ、（火星の）地上観測

は教育目的にシフトしていかなければならな

いのではないかと述べました。また当時京大

の「地球科学実験」で取り組んでいた、火星

の青い夕焼けを再現する実験では、紆余曲折

の末、連続光がダストを通過する際のスペク

トルを取得し、火星の条件を使って画面上で

の色（R=114, G=122, B=192）として再現す

るに至った経緯を述べました[5]。 

 

 関連する西村昌能氏の発表の後、全体でデ

ィスカッションを行いました。月惑星研究会

の安達誠氏から長年の火星観測の経験に基づ

くコメントがありました。中でも筆者がなる

ほどと思ったのは、ダストストーム発生中の

火星に見える「ニセ模様」についてでした。

ダストストームは明るくなるため、ダストス

トームのない地域は相対的に暗く見えます。

これが火星を見慣れていない観測者には、火

星の「地表面の明暗模様」に見えてしまう…

というものです。筆者も火星の模様が頭に入

っている自信はなく、うっかりすると間違い

そうです。観望会等では、場合によっては注

意が必要かもしれません。 



2018 年初夏の近畿支部会報告               －21－ 

 

天文教育 2018 年 9 月号（Vol.30 No.5） 

 「手作り望遠鏡を用いた普及・教育」セッ

ションでは、冒頭、座長から、このセッショ

ンはコルキットスピカの開発者・花岡靖治氏

の追悼企画であるとの趣旨説明がありました。

続いて坂元誠氏による招待講演「五感で感じ

る科学教育を」がありました（図 2）。講演は、

コルキットスピカの魅力や作った・使った実

感の話題から始まりました。会場の参加者に

もコルキットスピカを作った・使った経験の

ある人が多く、坂元氏から会場に意見を求め

る場面もたびたびありました。天文教育とし

ての工作教育の意義を考えたとき、コルキッ

トスピカを使う意義は、低コストであること

よりも、工作することを通して構造への理解

が進むこと、機器の取り扱いを熟知できるこ

と、機器の工作を通じて周辺分野への興味・

理解が促されることが挙げられました。最後

には開発者・花岡氏について、自分のこだわ

りを大切にされていたこと、人好きであるこ

と、ブレない強いポリシーの人であったこと

などを紹介した上で、一人でも多くの子ども

たちに自分で作った望遠鏡で見る感動を伝え

ようとしていた花岡氏自身が「こども」だっ

たのだろう、と締めくくられました。 

 
図 2 講演する坂元氏とコルキットスピカ 

 

 研究発表・活動報告としての支部会の本編

は以上でしたが、エクストラセッションとし

て、招待講師である坂元氏プロデュースのモ

バイルプラネタリウムのデモンストレーショ

ンがありました（図 3）。 

 

 懇親会では、22 名の参加がありました。今

回は京都産業大学の学部生の方々の参加が多

く、お洒落なイタリアンというチョイスと相

まって華やかな懇親会となりました。 

 

 

 最後に、現地世話人をお引き受け頂いた奈

良学園大学の嶋田理博さんには、会場の事前

手配から、当日の案内板や掲示物、会場設営

に懇親会手配、帰路の案内と、何から何まで

お世話になりました。2017 年度近畿支部委員

一同より厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 
図 3 モバイルプラネタリウム 

参加者一同でいくつかの作品のデモンストレ

ーションを観覧することができた（坂元氏自ら

がナビゲーター）。 
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